
究研學哲
冊十第

九十

月・十

琥

第戴

第

巻

行 痰 B
 

年 六 正 大

槃 美
學
の
基
礎
に
就
て
の
考
察
盆
~
前
）
・
・
・
・
文
學
博
士
深
田
康
算

コ
ー
ニ
ン
の
倫
理
設
：
；
・
・
・
・
・
・
・
文
學
士

ミ
カ
イ
ロ
グ
ス
キ
J

の
社
會
學
設
の
創
始
的
債
値
：

．．．．．．．． 

:
・
:
・
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
米
田
庄
太
郎

ロ
ッ
ツ
ェ
妥
営
設
の
由
来
盆
~
前
）
・
・
・
・
・
・
文
學
士

錦

田

義

富

•.•....•••••••••••••••••••••••••••••••••• 

新
著
紹
介
：
・
：
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
....... .
 

西

皿
ロ

．
 
郎

内學大科文學＊國帝都京

盲 學 哲 都 京



本
會
チ
京
都
哲
尿
命
ば
・
稲
ス

本
命
芸
殷
義
―
ー
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
並
＂
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

本
介
＂
＾
前
條
ノ

Fl
的
チ
逹
セ
ン
ガ
伐
メ
左
ノ
事
築
チ
行
フ

一
、
毎
月
一
回
研
究
會
チ
開
ク

一
、
毎
年
春
秋
二
肌
公
開
罰
樅
合
チ
開
ク

一
、
彿
月
一
同
雑
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
焚
行
ス

第
四
條
本
合
事
務
所
チ
京
都
帝
國
＊
學
文
科
大
學
内
―
ー
骰
ク

第
五
條
、
本
合
I
事
業
チ
鯉
替
ス
ル
鯰
メ
ー
ー
左
ノ
役
員
チ
既
ク
＊

一
、
委
員
（
若
千
名
）
京
都
帝
國
大
昴
文
科
大
學
哲
學
科
数
，
H
及
委
員
合

1

一
於
テ
推
胞
シ
ダ
ル
者
チ
以
テ
之
―
ー
充
ッ

一
、
書
記
（
一
名
）
委
員
合
ー
一
於
テ
咽
託
ス

第
六
條
本
合
ノ
趣
旨
＝
賛
同
ス
ル
者
＾
何
人
ニ
テ
モ
命
＂
員
ク
ル

n

ト
チ
得

耶
校
、
岡
書
館
、
数
育
命
＂
、
其
他
ノ
問
憩
ハ
其
捌
骰
ノ
名
チ
以
テ
入
合
ス
ル

コ
ト
チ
得會

員
ハ
命
＂
喪
ト
シ
テ
年
前
闘
武
拾
錢
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
前
納
ス

ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
企
＂
員
＾
本
令
ノ
賭
種
／
令
合
二
出
席
ス
ル

n

ト
チ
得
且
ヴ
雑
誌
『
哲

序
研
究
』
／
刑
付
チ
受
ク

節
九
條
本
合
規
判
／
改
正
嬰
匪
ハ
委

n令
ノ
快
談
二
依
ル

第
七
條

第
一
條

第
一
一
條

第
三
條

京

都

哲

學

會

規

則

害

記

委

員

文
學
隙
士

文
學
拇
士

賓

厳

方

治

小

西

重

直

藤

井

健

治

郎

文
學
博
士

文

學

士

深深

田

康
田

文

學

拇

士

松

本

文

算武郎

文

學

士

野

上

俊

文

學

士

文

學

士

植

田

壽

夫蔵

中

文

學

博

士

高

JII 瀬

武

得

立
次

米

田

庄

文
學
博
士

狩千

野

太

郎郎 喜

文

學

士

葉

胤

成

文
學
膊
士

朝西

永

文
學
拇
士

京

都

哲

學

會

役

員

田

幾

十多

郎郎
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拝
啓
束
る
十
月
七

H
（
第
一
日
曜
日
）
午
後
正
一
時
よ
り
本
會
秋
期
公
開
講
演
會
を
左
の
如

く
開
催
致
候
間
御
出
席
被
下
度
此
段
御
案
内
申
上
候
敬
具

一
、
會
場
京
都
法
科
大
學
第
一
教
室

＿
‘
演
題

大

槻

中

齋

の

學

説

文

學

博

士

吉

回

瀬

武

次

郎

君

第
十
九
惟
紀
後
半
に
於
け
る
倫
理
學
説
の
骰
逹

．

文

學

博

士

中

島

力

造

君

尚
講
演
後
午
後
五
時
半
よ
り
學
生
集
會
所
に
於
て
會
員
晩
餐
會
（
會
費
壼
圃
戴
拾
錢
）
相

0

0

 

開
候
間
可
成
多
数
の
御
出
席
を
希
望
致
候

6

右
御
出
席
の
諸
君
は
乍
御
手
敷
其
旨
本
月

R

o

.

 

五
H
迄
に
本
會
宛
に
御
通
知
被
下
度
候

京

都

哲

學

會

追
而
称
来
京
都
及
近
縣
の
會
員
諸
君
に
到
し
て
は
公
開
講
演
の
都
度
其
旨
御
郵
報
申
上
居
候
へ
共
此
度
は
此
會

告
を
以
て
之
れ
に
代
ゑ
特
別
の
御
通
知
を
省
略
致
候
間
左
様
御
承
知
被
下
度
候
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哲
　
攣
　
研
　
究
　
　
第
十
九
號

仁
愛
b
9
房
戸
唱
で
あ
る
。
原
署
者
は
歪
軸
研
究
の
大
家
と
し
て
、
そ
れ
を
夢
心

と
し
て
、
墓
督
の
筆
生
を
説
明
す
る
に
論
議
適
任
者
で
あ
り
、
且
つ
常
に
業

碧
海
の
丈
化
特
に
當
代
の
希
望
羅
馬
の
患
葱
と
の
關
係
を
考
慮
す
る
研
…
に
そ

の
特
長
が
あ
る
。
全
編
は
簿
箪
な
序
論
の
後
に
潤
章
を
分
っ
て
、
順
次
に
器

督
の
事
業
、
エ
ル
サ
レ
ム
敏
倉
の
成
立
、
パ
ウ
ロ
の
活
動
及
び
使
徒
後
臨
代

を
親
明
し
て
干
る
。
　
先
づ
序
論
に
於
て
は
外
部
的
思
料
を
欠
如
し
て
屠
る
原

始
慕
督
教
の
研
究
は
、
唯
一
の
新
約
聾
を
中
心
と
し
て
、
　
そ
れ
か
ら
歴
史
釣

魚
實
を
推
究
す
る
よ
り
外
な
い
と
い
ふ
著
者
の
立
場
が
諭
言
さ
れ
て
羅
る
。

差
し
て
第
一
章
は
顧
晋
書
に
貌
は
れ
た
所
謂
雁
史
的
基
督
の
考
究
で
あ
る

が
、
其
れ
を
簾
密
な
歴
史
的
批
判
か
ら
競
へ
ば
と
に
か
く
、
大
無
上
み
、
の
融
解

は
公
準
と
弐
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
基
晋
の
藁
葺
、
天
國
、
罪
悪
魏
、
脊
蹟
等
の

設
朋
は
最
も
要
を
徳
て
居
る
。
　
唯
だ
屡
々
薪
約
傳
説
に
恋
實
す
ぎ
る
頓
向
が

見
え
る
の
は
、
研
二
藍
怨
霊
義
の
人
に
有
夢
が
ち
の
難
で
あ
る
が
、
然
し
信

仰
の
眼
か
ら
見
た
基
督
の
人
格
を
明
瞭
に
現
は
す
に
は
亦
止
む
を
御
符
な
い
こ

と
で
あ
ら
う
。
第
二
章
に
於
て
エ
ル
サ
レ
ム
藪
…
愈
の
起
源
を
悲
督
復
活
の
信

仰
に
古
す
る
の
は
い
」
と
し
て
、
其
信
仰
斜
生
の
徽
末
や
弟
子
難
が
エ
ル
サ

レ
ム
に
集
っ
た
遜
程
の
曖
昧
に
付
せ
ら
れ
て
留
る
の
は
、
“
材
料
の
不
備
即
と
は

云
へ
物
足
り
な
い
心
地
が
す
る
。
三
太
人
登
庸
と
異
郵
入
教
徒
と
の
律
法
に

關
…
ず
る
患
惣
の
懸
隔
及
び
霜
互
の
交
渉
は
、
　
後
の
久
鴬
嬢
と
照
慮
し
て
最
も
適

切
に
猫
か
れ
て
居
る
。
第
三
章
の
パ
ウ
ロ
を
中
心
と
す
る
塞
督
教
の
傳
播
、

特
に
其
背
景
と
し
て
の
希
脳
羅
馬
目
黒
一
に
於
け
る
暫
…
学
謹
穂
及
び
宗
教
の
一

般
的
欺
況
は
、
著
看
狗
特
の
識
見
を
以
て
興
味
多
く
蓮
べ
て
あ
る
。
　
パ
ウ
ロ

の
楓
貯
・
叢
方
法
、
書
翰
の
槻
裁
及
び
北
ハ
思
獺
V
信
仰
の
二
つ
た
鼓
述
も
巧
妙
を
回
秘

め
て
居
る
。
謙
り
に
第
四
章
に
於
て
エ
ル
サ
レ
ム
教
倉
の
後
期
及
び
分
散
の

＝
一
六

歌
況
は
歴
史
と
し
ア
．
今
少
し
く
覇
細
な
考
慮
と
叙
唱
が
蒙
ま
し
い
。
莫
ヨ
ハ

ネ
丈
學
の
内
面
的
考
察
か
ら
娩
徒
の
ヨ
ハ
ネ
と
長
老
ヨ
ハ
ネ
の
活
動
を
匿
分

す
る
こ
と
も
、
量
的
に
は
議
論
の
あ
る
所
で
あ
ら
う
が
・
然
し
其
本
文
批
評

及
び
這
い
れ
か
ら
出
立
し
て
教
倉
内
外
り
の
m
鶯
説
及
び
親
離
職
が
第
二
世
紐
前
後
に

愛
蓬
し
て
行
く
挙
挙
を
説
く
駈
は
、
監
し
著
労
の
最
も
得
意
の
野
盗
で
あ
ら

う
。
要
す
る
に
本
害
は
部
分
的
考
諮
に
偏
せ
ず
、
又
信
仰
主
義
の
誇
張
や
修

養
本
位
の
訓
誠
と
は
趣
を
黒
ハ
に
し
て
、
　
杢
く
歴
史
的
硯
究
の
立
場
か
ら
、
而

亀
基
督
数
に
ナ
労
の
同
学
を
も
つ
て
、
塁
壁
に
三
面
展
の
初
期
の
欺
況
を
叙

述
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
蹴
ハ
糊
槻
睡
は
波
多
野
繍
搾
士
の
『
墓
督
教
の
起

源
』
と
漁
ハ
に
、
我
國
の
繋
督
裂
研
究
者
に
好
櫃
搾
指
導
考
と
な
る
で
あ
ら
う
。

殊
に
巻
尾
に
付
し
た
課
著
の
註
は
初
畢
者
を
便
す
る
㌔
と
多
く
、
　
課
者
の
勢
を

多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
忌
露
な
く
云
へ
ば
全
面
と
し
て
課
丈
は
此

目
的
の
確
め
に
適
當
な
も
の
と
は
弐
は
れ
な
い
。
勲
…
課
の
困
難
を
實
際
に
味

つ
た
鼠
取
は
そ
こ
に
充
分
の
紫
野
…
を
…
狩
っ
て
は
居
る
が
、
　
庶
然
し
い
か
に
原
丈
の

態
を
現
は
す
に
し
て
も
、
典
用
語
愁
丈
脈
も
胎
ん
ど
原
由
を
讃
む
つ
も
り
で

冤
な
け
れ
ば
理
解
し
難
い
や
う
な
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
　
こ
と
に
本
書
の
如
き

　
一
般
の
讃
を
爵
的
と
す
る
亀
の
に
於
て
、
今
少
し
國
語
ら
し
く
肖
由
に
課

さ
．
れ
た
ら
ば
と
患
は
れ
る
。
定
事
登
圓
、
東
京
藍
田
歴
幣
憩
保
町
一
六
、
岩

波
嘗
店
獲
行
。
（
宇
野
圏
塞
）

寄
贈
雑
誌

哲
學
難
馳
鋤
、
　
民
心
潮
、
　
丁
酋
回
倫
理
講
演
集
、
　
心
理
研
究
、
　
山
脚
論
難
軸
鱒
、
齋
小
洋
哲

學
、
束
亜
之
光
、
皐
苗
田
丈
競
、
學
校
教
育
、
教
育
、
内
外
教
育
評
論
、
普



樋
敏
育
、
小
県
研
究
、
敏
育
研
究
、
敏
育
學
衛
界
、
教
育
界
、
　
教
育
時
論
、

來
京
敏
育
、
京
都
敏
育
時
報
、
」
兵
庫
数
育
、
奈
良
縣
教
育
、
霰
岡
縣
敏
育
、

滋
賀
縣
教
務
會
難
誌
、
殴
阜
縣
教
育
、
瓢
重
教
育
、
　
長
齪
贋
教
霧
會
難
誌
、

都
市
教
育
、
僑
濃
教
育
、

開
け
、
シ
ン
ト
イ
ズ
ム

佐
賀
縣
賊
塁
、
藝
備
教
育
、
宮
城
教
育
、
愛
媛
教

團午前

ロ
ツ
ツ
ェ
蛋
當
説
の
由
家
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
・
：
丈
學
士

η
ッ
ツ
ェ
の
時
代
：
：
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
丈
學
博
士

若
き
ヴ
ェ
ル
プ
ル
の
幡
み
・
：
こ
：
一
：
：
・
：
：
：
・
一
・
：
：
丈
弁
士

李
等
槻
個
入
主
義
（
雫
民
主
義
）
と
差
溺
槻
個
人
主
義
（
貴
族
圭
義
）
交
學
博
士

自
然
科
學
的
認
識
の
性
質
：
・
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
丈
學
士

安藤潔癖錦

部井瀬永田
暗健　三
之治無十義

助郎麺郎富
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報
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